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のメカニズムについて明らかにした ― これは日本の若者の教育に代表される公的保障の

遅れを説明するものである。そして、経済成長を優先する場合の、「政治的なインフォーム

ド･コンセント」の必要性が主張された（報告書 4 章）。 

 


